
た
ま
な

市
議
会
だ
よ
り

愛
称「
た
ま
て
箱
」に

決
定
！！

玉
名
市
マ
ス
コ
ッ
ト

「
タ
マ
に
ゃ
ん
」
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玉
名
平
野
に
広
が
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
、
４
月
下
旬
に
は

白
い
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
宮
殿
で
は

観
賞
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
、
マ
リ
ー
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
が

髪
飾
り
に
も
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
花
が
咲
き

終
わ
る
頃
が
収
穫
時
期
と
な
り
ま
す
。

表
紙
の
詳
細
は

最
終
ペ
ー
ジ
を

見
て
に
ゃ
〜
ん

〜
た
ま
な
市
議
会
だ
よ
り
〜
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新玉名駅前駐車場

ドラマ館建設予定地

ਓɹɹɹࣄ

　農業委員会委員の任命及び人権擁護委員候補者の推薦について同意しました。

（敬称略）

˒೶ۀҕһձҕһ

◦田
たのうえ

上　　一
ひとし

　 ◦吉
よ し だ

田　孝
たかとし

壽　 ◦永
な が た

田　知
ともひろ

博　 ◦鶴
つ る た

田　克
か つ し

士　 ◦竹
たけした

下　宏
こうすけ

介

◦船
ふ な つ

津　和
かずとし

利　 ◦永
な が た

田　眞
しんいち

一　 ◦堀
ほ っ た

田　昌
ま さ こ

子　 ◦赤
あかまつ

松　繁
し げ し

之　 ◦村
むらはし

端　一
かずひろ

弘

◦福
ふ く だ

田　友
ともあき

明　 ◦島
しまむら

村　秀
ひでとし

敏　 ◦中
なかしま

島　浩
こうすけ

輔　 ◦髙
た か た

田　優
ゆ う こ

子　 ◦下
しもかわ

川　　安
やすし

◦澤
さわむら

村　哲
て つ し

志　 ◦浦
うらたに

谷　幸
こ う し

司　 ◦小
お が わ

川　信
のぶたか

孝　 ◦縄
な わ た

田伊
い ち ろ う

知郎

˒ਓݖ༴ޢҕһީิऀ

◦日
ひ だ

田　　匠
たくみ

（玉名地区）　  ◦吉
よしむら

村　孝
たかゆき

行（横島地区）

前田 正治
　給与所得控除の上限額を適用
する給与収入1千万円が850万円
に下がり、控除額が220万円から
195万円に下がる。給与所得控除
は労働力を維持するための必要経
費。引き下げは給与所得者に増税
となり、改正に反対する。

赤松 英康 
　有料化した場合、新幹線を利用し
て通勤、通学をしている方々に、多
大な負担が危惧される。また、駐車
料金収入で、経費の収支の採算は
とれるのか。有料化は、しっかり検
証してからでも遅くない。

吉田 憲司 
　私は３月議会で、建設費予算案
には反対したが可決された。今議
会で契約締結の議案については、こ
の予算を尊重し、一時「賛成」とも
思ったが、どうしても、建設地や予
算が膨らんだ事を理由に、反対せ
ざるを得ない。

近松 惠美子 
　約３億円も市費を投入して西側
駐車場を拡張したにも関わらず、連
休中の３日間は、500台を超える
日々で、駐車場不足となった。昨年
より99台も車が増えている。無料
であれば今後も駐車する車は増え
るばかりである。

前田 正治 
　市民会館建設工事の一般競争入
札で、１社のみが応札し落札率は
99.98％。電子入札で競争性は担
保されているとは思うが、建設地
の場所については反対する。市民
の中には「違う場所に」と言う声が
根強くある。

前田 正治
　国民健康保険税の医療分上限
額が54万円から58万円に上がる。
２割、５割軽減世帯の対象範囲は
広がるが、国民健康保険の加入家
族が多い世帯では、３月議会での
改正とあわせて、度重なる増税に
なり反対する。

ٞୈ��߸ɹࢢ໊ۄ੫৚ྫ౳ͷҰ෦
Λվਖ਼͢Δ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ

ٞୈ��߸ɹࢢ໊ۄ৽໊ۄӺࣗಈंறं৔৚ྫͷ੍ఆ
ʹ͍ͭͯ

ٞୈ��߸ɹࣄ޻੥ෛܖ໿ͷక݁ʹ͍ͭͯ
Δ౼࿦ؔ͢ʹࢉ࿈༧ؔۀࣄઃݐຽձؗࢢ

ٞୈ��߸ɹࠃࢢ໊ۄຽ݈߁อݥ
ʢୈ̍߸ʣࢉਖ਼༧ิܭಛผձۀࣄ

Ҋ൓ରݪ Ҋ൓ରݪ

Ҋ൓ରݪ

੒ࢍҊݪ

Ҋ൓ରݪҊ൓ରݪ

ٞ൪߸ ٞɹɹɹҊɹɹɹ໊

議第54号 専決処分事項の承認について 専決第2号
工事施行協定の締結について

議第55号 専決処分事項の承認について 専決第3号
平成29年度玉名市一般会計補正予算（第11号）

議第57号
専決処分事項の承認について 専決第5号
玉名市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

議第59号 平成30年度玉名市一般会計補正予算（第1号）
議第60号 平成30年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）
議第61号 平成30年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）
議第62号 平成30年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第1号）

議第63号 平成30年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会
計補正予算（第1号）

議第64号 平成30年度玉名市水道事業会計補正予算（第1号）
議第65号 平成30年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第1号）

議第67号 玉名市立小学校臨時教員の給与等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

議第68号 玉名市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に
関する条例の一部を改正する条例の制定について

議第70号 農業委員会委員の任命について
議第71号 農業委員会委員の任命について
議第72号 農業委員会委員の任命について
議第73号 農業委員会委員の任命について

ฏ੒��೥ୈ̏ճఆྫձɹٞҊͷ৹ٞ݁Ռ
˙શձҰகͰঝೝɺՄܾͨٞ͠Ҋ

ٞ൪߸ ٞɹɹɹҊɹɹɹ໊
議第74号 農業委員会委員の任命について
議第75号 農業委員会委員の任命について
議第76号 農業委員会委員の任命について
議第77号 農業委員会委員の任命について
議第78号 農業委員会委員の任命について
議第79号 農業委員会委員の任命について
議第80号 農業委員会委員の任命について
議第81号 農業委員会委員の任命について
議第82号 農業委員会委員の任命について
議第83号 農業委員会委員の任命について
議第84号 農業委員会委員の任命について
議第85号 農業委員会委員の任命について
議第86号 農業委員会委員の任命について
議第87号 農業委員会委員の任命について
議第88号 農業委員会委員の任命について
議第89号 人権擁護委員候補者の推薦について
議第90号 人権擁護委員候補者の推薦について
議第91号 平成30年度玉名市一般会計補正予算（第2号）
議第92号 玉名市長等の給与の特例に関する条例の制定について

意見書案第1号 旧優生保護法による不妊手術の被害者救済を求める意見
書の提出について

議員提出第1号 金栗四三地域創造戦略特別委員会の設置について

൱ͷ෼͔ΕͨٞҊࢍ˙

ٞɹɹҊ

坂
本　

公
司

吉
田
真
樹
子

吉
田　

憲
司

一
瀬　

重
隆

赤
松　

英
康

古
奥　

俊
男

北
本　

将
幸

多
田
隈
啓
二

松
本　

憲
二

德
村
登
志
郎

城
戸　
　

淳

西
川　

裕
文

嶋
村　
　

徹

内
田　

靖
信

江
田　

計
司

近
松
惠
美
子

福
嶋　

讓
治

前
田　

正
治

作
本　

幸
男

森
川
　

和
博

中
尾　

嘉
男

田
畑
ひ
さ
よ
し ܾٞ݁Ռ

（
新
生
ク
）

（
創
政
未
来
）

（
創
政
未
来
）

（
自
友
ク
）

（
市
民
改
革
）

（
新
生
ク
）

（
創
政
未
来
）

（
創
政
未
来
）

（
自
友
ク
）

（
公
明
党
）

（
新
生
ク
）

（
新
生
ク
）

（
市
民
改
革
）

（
自
友
ク
）

（
無
会
派
）

（
新
生
ク
）

（
無
会
派
）

（
共
産
党
）

（
新
生
ク
）

（
市
民
改
革
）

（
新
生
ク
）

（
市
民
改
革
）

議第56号
専決処分事項の承認について 専決第４号
玉名市税条例等の一部を改正する条例の制
定について

○○○○○○○○○○○○○○○○欠席×○○
議
長○

ҊՄܾݪ
（賛19、反1）

議第58号
専決処分事項の承認について 専決第６号
玉名市国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例の制定について

○○○○○○○○○○○○○○○○欠席×○○
議
長○

ҊՄܾݪ
（賛19、反1）

議第66号 玉名市新玉名駅自動車駐車場条例の制定に
ついて ○○○○×○○○○○○○×○○○欠席○○×

議
長○

ҊՄܾݪ
（賛17、反3）

議第69号 工事請負契約の締結について ○○××○○○○×○○○○○×○欠席×○○
議
長○

ҊՄܾݪ
（賛15、反5）

※新生ク…新生クラブ／自友ク…自友クラブ／創政未来…創政未来／市民改革…市民改革クラブ／無会派…会派に属さない議員

ୈ̏ճఆྫձʢ݄̒ʣ

ಛผҕһձͷߏ੒ҕһͷ঺հ

஍Ҭ૑଄ઓུಛผҕһձࡾ࢛܀ۚ˗
ʢ��ਓʣ�平成30年６月26日　選任

（◎は委員長、○は副委員長、敬称略）

　◎江田　計司

　○田畑　久吉　　　坂本　公司

　　吉田　真樹子　　吉田　憲司

　　一瀬　重隆　　　多田隈　啓二

　　松本　憲二　　　德村　登志郎

　　城戸　　淳　　　近松　惠美子

੥ئɾ௠৘�৹ٞ݁Ռ
݅ɹɹɹɹ໊ ॴ؅ҕһձ ҕһձ݁Ռ ຊձٞ࠷ऴ݁Ռ

請 第 １ 号 築山小学校の施設整備を求める請願 文教厚生委員会 採　択
（全員一致）

ɹ୒࠾
（全会一致）

陳 第 １ 号 玉陵小学校及び玉陵中学校の駐車場の見直しを求める陳情 文教厚生委員会 継続審査 
（全員一致）

ଓ৹ࠪܧ
（全会一致）

৽໊ۄӺ
றं৔༗ྉԽ΁

৚ྫ੍ఆ��

い
だ
て
ん

大
河
ド
ラ
マ
館 

旧
庁
舎
跡
地
に建

設
！！

Δ��౼࿦͑ߟ͸͜͏ࢲ

　平成30年第３回玉名市議会定例会は、６

月４日から26日まで開催。提出議案は、平

成30年度補正予算、条例制定、人事案件な

ど41件。新玉名駅自動車駐車場条例制定に

ついて、賛成・反対討論、市民会館建設工

事請負契約締結について、反対討論が行な

われたが、全て原案どおり可決。人事案件

21件は、今年度から制度が変わった農業委

員会の委員任命19件、人権擁護委員候補者

の推薦２件についても全員異議なく同意した。

ୈ̏ճఆྫձʢ݄̒ʣ
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一般質問

質
問

答
え

質問答え 質
問

答
え

��೔ͷ質問ٞһ

近松惠美子 ･･････････････ 4ページ

西川　裕文 ･･････････････ 5ページ

城戸　　淳 ･･････････････ 5ページ

松本　憲二 ･･････････････ 6ページ

古奥　俊男 ･･････････････ 6ページ

��೔ͷ質問ٞһ

北本　将幸 ･･････････････ 7ページ

吉田　憲司 ･･････････････ 7ページ

坂本　公司 ･･････････････ 8ページ

内田　靖信 ･･････････････ 8ページ

德村登志郎 ･･････････････ 9ページ

��೔ͷ質問ٞһ

前田　正治 ･･････････････ 9ページ

多田隈啓二 ････････････ 10ページ

吉田真樹子 ････････････ 10ページ

江田　計司 ････････････ 11ページ

ͳΘΕ·ͨ͠ɻߦఆྫձͷ一般質問͸݄̒��೔ ɺ��೔ ɺ��೔ ͷ̏೔ؒʹΘͨΓظࠓ

こ͕ฉ͖͍ͨ
Ұ ൠ 質 問

こ

質
問

国
際
学
力
テ
ス
ト

（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
で
も
日
本
の

子
ど
も
た
ち
の
読
解
力
低
下

が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
専

門
家
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
は
、
パ

タ
ー
ン
認
識
で
理
解
す
る
傾

向
が
あ
り
、
そ
れ
は
人
工
知

能
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
逆
に
人

工
知
能
が
苦
手

と
す
る
読
解
力

が
な
い
者
は
、

将
来
仕
事
を
失

う
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
る
。
本
市
の
子
ど
も
た
ち

の
現
状
を
伺
う
と
と
も
に
、

読
解
力
を
高
め
る
た
め
の
手

法
と
し
て
※

ア
ニ
マ
シ
オ
ン

の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

答
え

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
シ
ョ
ッ
ク

以
降
、
国
で
は
読
解
力
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
な

い
、
本
市
で

も
課
題
改
善

に
向
け
た
教

育
指
導
の
充

実
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

子
ど
も
た
ち

の
学
習
の
定

着
状
況
を
客

観
的
に
示
す

デ
ー
タ
の
一

つ
で
あ
る
全

国
学
力
・
学

習
状
況
調
査

で
は
、
こ
こ

10
年
間
、
国
語
・
数
学
と
と

も
に
全
国
標
準
と
ほ
ぼ
同
等

の
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

ア
ニ
マ
シ
オ
ン
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
協
議
し
、
天
水

図
書
館
の
読
み
聞
か
せ
会
で

ア
ニ
マ
シ
オ
ン
等
の
新
た
な

手
法
を
、
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
導
入
で
き
る
か
否
か
を
検

討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
観
光
産
業
の
実
態
と
取
り

組
み
に
つ
い
て

心を育てる質の高い本が読まれて
いないが、これでよいのか！

豊かな心を育み、読解力の基盤となる読
書活動を推進することは、重要と考える。

▲小学中高学年の児童におすすめの本

質
問

本
市
で
も
日
常
の
買

い
物
に
不
便
を
感
じ
る
買
い

物
弱
者
が
多
数
お
ら
れ
る
。

中
で
も
、
高
齢
者
世
帯
に
お

い
て
は
、
自
動
車
の
運
転
が

で
き
ず
、
外
出
が
困
難
で
あ

る
な
ど
の
深
刻
な
問
題
が
あ

る
。
そ
の
支
援
策
と
し
て
、

身
近
な
場
所
に
新
店
舗
開
設
、

宅
配
サ
ー
ビ
ス
・
移
動
販
売

等
が
あ
る
と
思
う
が
、
ま
ず

は
現
状
把
握
と
し
て
ア
ン
ケ

ー
ト
等
の
実
施
は
行
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
え

買
い
物
弱
者
及
び
交

通
弱
者
へ
の
直
接
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
は
実
施
し
て
い
な

い
が
、
生
鮮
３
品
（
肉
・
魚
・

野
菜
）
が
購
入

で
き
な
い
買
い

物
弱
者
居
住
地

域
の
範
囲
調
査

を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
買
い
物

弱
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
商

業
だ
け
で
な
く
、
福
祉
、
交

通
等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
絡

ん
で
く
る
た
め
、
今
後
、
関

係
各
課
、
関
係
団
体
と
速
や

か
に
協
議
し
た
上
で
、
実
施

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
ま
た
、
移
動
販
売
に

つ
い
て
は
、
国
が
進
め
る
買

い
物
弱
者
対
策
補
助
金
の
申

請
を
市
内
業
者
が
さ
れ
て
お

り
、
申
請
に
必
要
な
市
の
推

薦
書
を
国
に
提
出
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
ひ
ま
わ

り
テ
レ
ビ
）を
利
用
し
た
市

議
会
中
継
放
送
に
つ
い
て

買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て

現
状
把
握
に
向
け
、
関
係
各
課
、
関
係
団
体

と
速
や
か
に
協
議
し
実
施
に
向
け
取
り
組
む
。

質
問

平
成
��
年
３
月
、
玉

名
市
公
共
施
設
長
期
整
備
計

画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
平

成
��
年
か
ら
平
成
��
年
ま
で

の
��
年
間
の
長
期
計
画
で
あ

る
。
現
在
２
年
経
過
し
て
、

計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
て
い

な
い
項
目
も
あ
る
。
時
代
の

経
過
に
し
た
が
い
、
周
り
の

状
況
も
刻
々
変

化
し
て
い
く
。

そ
の
時
代
に
合

わ
せ
て
計
画
の

前
倒
し
や
、
見

直
し
も
必
然
的
に
必
要
に
な

る
と
思
う
が
。

答
え

玉
名
市
公
共
施
設
長

期
整
備
計
画
は
、
本
市
が
保

管
す
る
１
１
５
の
施
設
に
対

し
、
対
象
期
間
が
40
年
と
長

期
に
わ
た
る
た
め
、
市
の
財

政
状
況
や
社
会
情
勢
、
市
民

の
ニ
ー
ズ
等
の
変
化
も
踏
ま

え
、
５
年
ご

と
に
計
画
の

見
直
し
を
行

な
う
も
の
で

あ
る
。
見
直

し
に
当
た
っ

て
は
、
毎
年
、

施
設
の
所
管

課
と
実
施
に

向
け
た
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行

な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、

進
捗
状
況
の

確
認
や
問
題

点
等
を
把
握
し
、
お
互
い
が

情
報
を
共
有
し
、
所
管
課
と

の
連
携
を
密
に
し
、
計
画
に

沿
っ
た
事
業
展
開
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
工
業
団
地
計
画

◦
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
実
態
の
状

況
◦
有
明
海
沿
岸
道
路
の
早
期

実
現

◦
い
だ
て
ん
と
日
本
遺
産
の

広
報
活
動
等
に
つ
い
て

玉名市公共施設長期整備計画につ
いて

長期間であるため財政状況や社会
情勢等を踏まえ５年ごとに見直す。

▲玉名市公共施設長期整備計画

▲全国の地域スーパーと提携し、買い物弱者を救う！  
移動スーパー「とくし丸」（他市においての活動風景）

質
問

質
問

ۙদ�ዳඒࢠ
（新生クラブ）

৓ށ�३
（新生クラブ）

੢઒�༟จ
（新生クラブ）

☞※アニマシオンとは…子どもが本好きになるための読書の指導法
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一般質問一般質問

質
問

質
問

答
え

答
え

質問

質問

答え

答え質
問

市
長
が
３
月
議
会
で

表
明
さ
れ
た
「
多
目
的
競
技

場
」
の
整
備
に
つ
い
て
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
だ

け
で
な
く
、
野
外
ラ
イ
ブ
、

コ
ン
サ
ー
ト
等
、
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
の
利
活
用
も
考

慮
し
て
ほ
し
い
。
建
設
場
所

に
つ
い
て
は
、
新
玉
名
駅
か

ら
歩
い
て
い
け
る
距
離
に
建

設
し
て
は
ど
う
か
。
例
え
ば
、

８
月
の
花
火
大
会
と
同
時
に

野
外
ラ
イ
ブ
等
を
行
な
え
ば
、

市
の
起
爆
剤
に
な
る
の
で
は
。

答
え

音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
含

め
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
活

用
は
交
流
人
口
を
増
や
し
、

本
市
に
と
っ
て

そ
の
視
点
は
大

事
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
建

設
場
所
に
つ
い

て
は
、
新
玉
名
駅
周
辺
は
他

自
治
体
よ
り
も
ア
ク
セ
ス
が

非
常
に
良
く
、
優
位
性
が
あ

り
、
魅
力
的
な
場
所
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
も
含
め
、
多
く
の

集
客
が
期
待
で
き
る
。
今
後

は
、
よ
り
多
目
的
に
活
用
で

き
る
よ
う
な
施
設
と
な
る
よ

う
機
能
・
規
模
・
位
置
等
に

つ
い
て
再
検
討
を
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
介
護
施
設
等
の
介
護
職
員

不
足
の
対
応
策

◦
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
お

け
る
ト
イ
レ
の
洋
式
化
等

に
つ
い
て

質
問

農
業
従
事
者
の
高
齢

化
が
進
み
、
ま
た
、
後
継
者

も
減
少
す
る
中
、
耕
作
放
棄

地
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
今

以
上
に
進
展
さ
せ
る
に
は
、

行
政
と
Ｊ
Ａ
が
さ
ら
に
連
携

を
強
化
さ
せ
、
農
業
を
営
む

農
家
に
対
し
て
、
強
力
な
支

援
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、（
仮
称
）
玉
名
農

業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
室
な
ど
を
創
設
し
て
は
ど

う
か
。

答
え

今
後
、
農
業
者
の
ニ

ー
ズ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

既
存
の
補
助
事
業
の
内
容
を

見
直
し
た
り
、

予
算
規
模
・
補

助
対
象
範
囲
等

の
拡
充
も
場
合

に
よ
っ
て
は
必

要
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続

き
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努

め
、
足
腰
の
強
い
稼
げ
る
農

業
づ
く
り
を
目
指
す
。（
仮

称
）
玉
名
農
業
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
の
創
設
に

つ
い
て
は
、
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
。
仮
に
、
創
設
さ
れ

た
な
ら
ば
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
あ
り
、
成
果
も
上
が
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
し

か
し
、
創
設
に
つ
い
て
は
、

行
政
と
Ｊ
Ａ
が
し
っ
か
り
と

協
議
し
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
専
門
職
職
員
の
あ
り
方
に

つ
い
て

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
さ
ら
な
る

進
化
を

「
多
目
的
競
技
場
」の
建
設
場
所
や
利
活

用
は
、市
の
活
性
化
と
な
る
。検
討
を
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
の
創
設
に
つ
い
て

は
、Ｊ
Ａ
と
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
利
活
用
及
び
新
玉
名
駅
周

辺
の
優
位
性
に
つ
い
て
も
再
検
討
し
て
い
く
。

質
問

現
在
、
校
舎
・
プ
ー

ル
・
体
育
館
・
運
動
場
と
施

設
は
完
成
し
、
開
校
し
て
い

る
が
、
緑
地
が
な
い
状
況
で

あ
る
。
開
発
行
為
で
は
、
最

低
３
％
の
緑
地
を
も
う
け
る

条
件
が
あ
る
。
教
育
施
設
に

お
け
る
緑
の
大
切
さ
、
樹
木

の
大
切
さ
、
そ
の
必
要
性
、

環
境
の
大
切
さ

を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

答
え

グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
を
行
な
う
前
に
、

樹
木
の
あ
り
方
に
つ
い
て
玉

陵
中
学
校
と
相
談
し
、
移
植

す
る
樹
木
の
選
定
を
行
な
っ

た
上
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
東

側
に
２
本
移
植
し
た
。
玉
陵

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
玉

陵
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

一
体
的
と
な
り
、
広
々
と
し

た
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
な
っ
た

一
方
で
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
周

辺
に
は
緑
が

少
な
く
、
日

陰
も
な
い
状

況
で
あ
る
。

児
童
・
生
徒

の
教
育
環
境

を
考
え
る
と
、

も
う
少
し
緑

豊
か
な
方
が

よ
い
と
考
え

る
。
今
後
、

小
・
中
学
校
、
あ
る
い
は
周

辺
住
民
の
方
及
び
農
業
を
さ

れ
て
い
る
方
と
相
談
し
な
が

ら
、
植
樹
に
適
し
た
時
期
と
、

本
数
を
考
慮
し
つ
つ
、
計
画

的
に
植
樹
を
行
な
っ
て
い
き

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◦
専
門
職
の
増

◦
新
玉
名
駅
周
辺
の
開
発
等

に
つ
い
て

玉陵学園の緑地と樹木の必要性に
ついて

児童・生徒の教育環境を考えると、も
う少し緑豊かな方がよいと考える。

質
問

市
長
が
２
月
に
玉
名

市
名
誉
市
民
で
あ
る
マ
ラ
ソ

ン
の
父
金
栗
四
三
氏
を
主
人

公
と
し
た
大
河
ド
ラ
マ
「
い

だ
て
ん
」
を
契
機
と
し
た
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
創
設
を

公
言
さ
れ
て
、
４
カ
月
程
度

経
過
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
計
画
が
あ
ま
り
進
展
し
て

い
な
い
よ
う
に

感
じ
る
。
２
０

２
０
年
の
春
に

は
開
催
し
た
い

と
い
う
意
向
だ

と
思
う
が
、
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、
準
備
期
間
も
含
め
る

と
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
も

迫
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、

現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

答
え

現
在
の
進
捗
状
況
と

し
て
は
、
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
コ
ー

ス
設
定
を
複

数
検
討
し
て

お
り
、
主
要

な
関
係
団
体

で
検
討
委
員

会
を
設
立
す

べ
き
か
、
検

討
段
階
か
ら

実
行
委
員
会

を
設
立
す
べ

き
か
を
検
討

し
て
い
る
。

今
後
は
再
来
年
の
春
ま
で
に

開
催
で
き
る
よ
う
目
標
を
立

て
て
お
り
、
大
会
開
催
の
半

年
前
に
は
エ
ン
ト
リ
ー
を
開

始
で
き
る
よ
う
関
連
団
体
と

協
議
を
行
な
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
新
玉
名
駅
駐
車
場
の
有
料

化
◦
金
栗
四
三
Ｐ
Ｒ
推
進
事
業

◦
職
員
の
人
事
異
動
、
組
織

再
編
等
に
つ
い
て

金栗氏の大河ドラマを契機とした
フルマラソン事業の進捗状況は

現在、コースを複数検討し、今後、再来年
の春開催に向け関連団体と協議していく。

▲現在行なわれている「金栗杯玉名ハーフマラソン」

▲

緑が欲しい玉陵
学園運動場

イメージ図

▲スポーツも、エンターテイメントも・・・

質
問

質
問

࢘ݑ�٢ా
（創政未来）

Ԟ�ढ़உݹ
（新生クラブ）

๺ຊ�ক޾
（創政未来）

দຊݑ�ೋ
（自友クラブ）

▲基幹産業である農業のさらなる進化を!!
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一般質問一般質問

質
問

質
問

答
え

答
え

質問

質問

答え

答え質
問

罹
災
証
明
書
は
被
災

者
が
公
的
な
支
援
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
書
類
で
あ
り
、

そ
の
交
付
は
自
治
事
務
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
本
市
で
も

罹
災
証
明
書
交
付
の
条
例
化

が
、
熊
本
地
震
の
検
証
を
踏

ま
え
た
緊
急
課
題
だ
と
思
う
。

罹
災
証
明
書
の
交
付
に
つ
い

て
、
人
材
の
育
成
と
合
わ
せ

て
、
条
例
の
整
備
を
行
な
う

こ
と
が
、
迅
速
な
発
行
に
は

欠
か
せ
な
い
。
市
長
の
認
識

と
見
解
を
聞
く
。

答
え

熊
本
地
震
で
は
、
罹

災
証
明
書
の
発
行
の
遅
れ
が

指
摘
さ
れ
、
被
害
認
定
を
行

な
う
た
め
の
人
材
育
成
が
行

な
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が

大
き
な
要
因
で

あ
っ
た
。
熊
本

県
で
は
、
内
閣

府
よ
り
講
師
を
招
き
、「
住

家
の
被
害
認
定
調
査
等
研
修

会
」
が
年
１
回
程
度
行
な
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
市
で

も
、
迅
速
か
つ
円
滑
な
被
災

者
支
援
を
行
な
う
た
め
、
認

定
業
務
及
び
罹
災
証
明
書
発

行
業
務
の
庁
内
職
員
研
修
会

を
行
な
う
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
罹
災
証
明
書
発
行
の
交

付
手
続
き
に
対
す
る
、
例
規

の
制
定
に
つ
い
て
も
、
速
や

か
に
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◦
旧
庁
舎
の
小
岱
松
が
無
く

な
っ
た
経
緯
や
手
続
き

◦
市
広
報
の
未
配
布
対
策
等

に
つ
い
て

質
問

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ

り
、
使
い
方
を
間
違
え
れ
ば

危
険
な
事
件
な
ど
に
も
発
展

し
て
い
く
。
現
に
、
今
ま
で

に
な
か
っ
た
よ
う
な
問
題
も

起
き
て
い
る
。
大
人
で
も
間

違
っ
た
使
い
方
を
し
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
世
間

を
知
ら
な
い
未
成
年
な
ら
な

お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
児

童
や
生
徒
た
ち
に
対
し
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
安
全
な
利
用
に

関
す
る
指
導
や
教
育
は
行
な

わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
え

玉
名
の
伝
統
文
化
や

基
本
的
生
活
習
慣
等
を
学
ぶ

玉
名
学
の
礼
節
の
テ
キ
ス
ト

に
情
報
安
全
・
モ
ラ
ル
に
つ

い
て
学
ぶ
ペ
ー

ジ
を
設
け
て
お

り
、
小
学
校
４

年
生
か
ら
各
学

年
に
応
じ
た
指

導
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

中
学
校
で
は
、
技
術
分
野
の

学
習
で
、
情
報
モ
ラ
ル
の
学

習
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の

他
、
文
部
科
学
省
や
県
教
育

委
員
会
作
成
の
資
料
等
を
活

用
し
て
随
時
必
要
な
指
導
を

行
な
っ
て
い
る
。
各
学
校
で
も
、

県
教
育
委
員
会
の
研
修
を
受

け
た
校
内
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る

情
報
教
育
に
関
す
る
校
内
研

修
を
毎
年
実
施
し
、
教
職
員

の
基
本
的
認
識
を
高
め
、
指

導
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
児
童
・
生
徒
に
関
す
る
事

件
及
び
命
の
あ
り
方

◦
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」

ド
ラ
マ
館
等
に
つ
い
て▲玉名の情報がFacebook（フェイスブック）でも見られ

るようになりました

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
る
問
題
点
に
つ

い
て

罹
災
証
明
書
の
発
行
を
迅
速
に
行
な

う
た
め
に
、条
例
の
制
定
を
求
め
る

教
職
員
の
指
導
力
向
上
を
図
り
、機
会
を
捉

え
て
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

認
定
業
務
の
職
員
研
修
と
罹
災
証
明
交
付
手
続

き
に
対
す
る
例
規
の
制
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

質
問

総
務
省
は
人
口
減
少

な
ど
地
域
の
課
題
を
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
、
解
決
す

る
と
し
て
財
政
措
置
を
拡
充

す
る
方
針
だ
が
、
本
市
で
は

光
回
線
未
整
備
地
区
が
存
在

し
、
市
全
体
の
均
衡
あ
る
発

展
を
阻
害
し
て
い
る
。
光
回

線
の
整
備
は
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
子
ど
も
や

孫
世
代
、
Ｕ
タ

ー
ン
希
望
者
、

農
業
従
事
者
、

中
小
企
業
事
業
者
な
ど
の
、

生
活
ま
た
は
生
産
活
動
の
基

盤
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も

未
整
備
地
区
の
解
消
は
急
務

で
あ
る
。

答
え

光
回
線
は
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

回
線
に
比
べ
高
速
・
大
容
量
・

安
定
通
信
に
よ
り
、
ス
ト
レ

ス
の
無
い
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
が
可

能
。
荒
尾
玉

名
管
内
の
ほ

ぼ
全
域
で
光

回
線
は
整
備

済
み
だ
が
、

石
貫
・
横
島
・

天
水
局
が
未

整
備
。
民
間

通
信
事
業
者

か
ら
は
、
整

備
と
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
は

多
額
の
設
備
投
資
が
必
要
で

採
算
性
の
問
題
で
独
自
開
局

は
困
難
と
の
回
答
を
得
て
い

る
。
整
備
に
対
す
る
国
の
財

政
支
援
は
、
条
件
不
利
地
域

で
か
つ
「
公
設
」
で
あ
る
必

要
が
あ
り
、
整
備
後
の
運
営

や
管
理
に
要
す
る
多
額
の
費

用
を
考
え
る
と
、
国
の
財
政

支
援
は
活
用
せ
ず
、
民
設
民

営
一
部
補
助
型
（
民
間
整
備

費
用
を
市
が
一
部
負
担
）
に

よ
る
整
備
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
。

光回線インターネット接続の整備
方針について

地域間の情報格差是正に向け、民設民
営一部補助型による整備を検討する。

質
問

千
葉
県
柏
市
で
は
、

匿
名
で
い
じ
め
を
通
報
で
き

る
ア
プ
リ
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ｉ
ｔ

（
ス
ト
ッ
プ
イ
ッ
ト
）」
を
昨

年
５
月
か
ら
公
立
学
校
と
し

て
は
全
国
で
初
め
て
市
立
中

学
校
で
取
り
入
れ
、
全
生
徒

を
対
象
に
無
料
で
提
供
し
て

い
る
。
そ
の
効
果
は
、
従
来

の
電
話
・
メ
ー

ル
に
比
べ
て
相

談
件
数
が
４
倍

に
跳
ね
上
が
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
い
じ

め
の
件
数
も
減
少
し
て
い
る
。

本
市
で
の
導
入
の
可
能
性
を

問
う
。

答
え

千
葉
県
柏
市
で
の
取

り
組
み
を
は
じ
め
、
い
く
つ

か
の
地
方
公
共
団
体
が
独
自

の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。
熊
本
県
に
お
い
て
も
、

「
通
報
窓
口

ア
プ
リ
」
の

試
験
導
入
が

実
施
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ

ら
の
取
り
組

み
か
ら
、
今

年
３
月
に
、

文
部
科
学
省

よ
り
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
活
用

し
た
相
談
体

制
の
構
築
に

関
す
る
当
面

の
考
え
方

（
最
終
報
告
）」
が
出
さ
れ
た
。

今
後
、
こ
の
報
告
書
を
も
と

に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
ら

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
導
入

に
つ
い
て
は
今
後
、
検
討
を

進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も

の
学
習
支
援

◦
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク

◦
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
導
入

等
に
つ
い
て

いじめ通報アプリの導入について
問う

文部科学省より示される予定であるガイ
ドラインを参考に検討を進めていく。

▲いじめ通報アプリ「STOP it （ストップイット）」

▲光回線インターネット接続のしくみ

▲消防団の指導による自主防災組織の消火栓訓練

質
問

質
問

࢘ຊ�ެࡔ
（新生クラブ）

಺ా�༃৴
（自友クラブ）

લా�ਖ਼࣏
（共産党）

℄ଜ�ొࢤ࿠
（公明党）
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一般質問一般質問

質
問

質
問

答
え

答
え

質問答え

　全国市議会議長会総会において、議員20年以上の永年勤続
特別表彰として前田正治議員、議員15年以上の永年勤続表彰
として森川和博議員に表彰状が贈呈され、表彰状の伝達を６月
定例会（６月26日）の、議場にて行ないました。
　また、平成29年11月12日付けで勇退されました永野忠弘前議員、
宮田知美前議員、横手良弘前議員にも、議員15年以上の永年
勤続表彰の表彰状が贈呈され、さらに、九州市議会議長会で理
事を務められた永野忠弘前議長に感謝状の贈呈がされました。

★天水支所集約化事業

質問 �ఱਫࢧॴपลࢪઃू໿Խۀࣄͷਐ௙ঢ়گ͸Ͳ͏ͳ͍ͬͯΔͷ͔ɻ
౴͑  天水支所、天水町公民館、天水図書館、社会福祉協議会天水支

所、包括支援センター天水支所の５つの機能を有する「玉名市
天水市民センター」が７月２日より業務スタートする。延べ床
面積は約2,400㎡で、防災の拠点施設にも位置づけられている。

★岱明町公民館建設

質問 ͸Ͱ͖ࡦ෇ۙͷ҆શରޱ͸Ͳ͏ͩͬͨͷ͔ɻग़ೖΓݟͱͳ͕ͬͨɺॅຽͷҙߋସ͑ʹมͯݐ஍ݱ�
͍ͯΔͷ͔ɻݯࡒ͸ͲͷΑ͏ʹ͍ͯ͑ߟΔͷ͔ɻ

౴͑  ４月と５月に意見交換したが、おおむね賛成の声が多かった。利用者や住民の方から、出入り口
付近の安全対策については意見も伺っている。交通量が多いため、十分考慮していく。合併特例
債を念頭に考えている。

質
問

全
国
的
に
注
目
さ
れ

て
い
る
「
働
き
方
改
革
」
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

ま
た
、
正
職
員
と
非
常
勤
職

員
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
配
置
基

準
の
考
え
を
伺
う
。

答
え

毎
月
第
１
金
曜
日
を

「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
と
定
め
、

周
知
す
る
と
と
も
に
、
市
長

の
「
よ
か
ボ
ス
宣
言
」
を
う

け
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
な

業
務
遂
行
に
取
り
組
み
、
積

極
的
に
年
次
有
給
休
暇
を
取

得
す
る
よ
う
に
通
知
し
て
い

る
。
非
正
規
と
の
格
差
是
正

に
つ
い
て
は
、
平
成
32
年
度

か
ら
の
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
の
創
設
に
向
け
て
準
備

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
正
職

員
数
は
、
合
併

後
10
年
間
３
分

の
１
採
用
に
よ

り
、
合
併
時
６
９
７
名
か
ら

平
成
30
年
度
５
１
１
名
と
１

８
６
名
減
少
。
非
常
勤
職
員

は
、
平
成
30
年
度
２
６
５
名

で
平
成
19
年
度
か
ら
１
４
９

名
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

年
々
業
務
量
は
増
加
し
複
雑

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
職

員
減
少
の
ひ
ず
み
が
出
て
き

て
い
る
。
今
後
は
、
各
部
署

に
お
け
る
職
員
の
必
要
数
と

定
員
管
理
等
を
考
慮
し
な
が

ら
採
用
枠
を
増
や
す
方
向
で

検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
保
育
所
の
民
営
化

◦
介
護
予
防
の
取
り
組
み
等

に
つ
い
て

▲市役所業務風景（子育て支援課）

前田議員 森川議員

市
職
員
の
働
き
方
改
革
の
推
進
取
組

み
に
つ
い
て

「
長
時
間
労
働
」の
解
消
と「
非
正
規
と
正

職
員
の
格
差
是
正
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問

給
食
は
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
の
た
め
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
給
食

の
質
を
落
と
さ
な
い
た
め
に

給
食
費
の
徴
収
は
重
要
で
あ

る
。
本
市
の
徴
収
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
給
食
費

を
税
金
と
同
じ
よ
う
に
扱
う

公
会
計
に
し
て
、
児
童
手
当

等
か
ら
徴
収
す

れ
ば
、
保
護
者

や
学
校
側
の
負

担
は
軽
減
で
き
、

子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
を
図
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

答
え

22
校
の
徴
収
方
法
は
、

保
護
者
に
よ
る
集
金
が
12
校
、

口
座
振
替
８
校
、
児
童
が
学

校
へ
持
参
２
校
で
あ
り
、
未

納
率
は
、
0.1
％
程
度
で
あ
る
。

給
食
費
の
児
童
手
当
か
ら
の

徴
収
は
、
法

整
備
が
行
な

わ
れ
可
能
と

な
っ
た
が
、

児
童
手
当
か

ら
積
極
的
に

徴
収
す
る
こ

と
は
議
論
が

分
か
れ
て
い

る
。
国
の
公

会
計
導
入
の

動
き
や
関
係

者
の
意
見
も

聞
い
て
慎
重

に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

給
食
費
を
徴
収
す
る
保
護

者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、

仮
に
徴
収
方
法
の
一
つ
と
し

て
導
入
す
る
場
合
は
、
慎
重

に
検
討
し
た
い
。
何
よ
り
学

校
給
食
の
安
定
運
営
に
努
め

て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◦
就
学
援
助
費
制
度

◦
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
つ
い

て

給食費を公会計として、児童手当からの引
き落としも徴収方法の一つと考えてみては

徴収方法の一つとした場合どのような
問題が発生するか、慎重に検討したい。

質
問

大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ

て
ん
」
は
本
市
を
全
国
に
売

り
出
す
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン

ス
。
ド
ラ
マ
館
を
通
じ
て
、

集
客
し
、
本
市
の
観
光
及
び

食
に
つ
な
げ
て
経
済
波
及
効

果
を
生
み
だ
し
て
み
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
こ
の
大
河
効

果
を
一
過
性
に
す
る
の
で
は

な
く
、
継
続
的

に
持
続
さ
せ
る

た
め
の
取
り
組

み
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。　
　

答
え

ド
ラ
マ
館
に
つ
い
て

は
、
ド
ラ
マ
の
世
界
観
を
表

現
し
、
集
客
を
図
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
な
る
た
め
、
現
在
、

設
置
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

日
本
マ
ラ
ソ
ン
界
の
礎
を
築

い
た
金
栗
氏
の
功
績
を
た
た

え
、
大
河
ド
ラ
マ
に
よ
る
経

済
波
及
効
果

を
一
過
性
に

終
わ
ら
せ
ず
、

ド
ラ
マ
終
了

後
も
持
続
さ

せ
る
事
業
と

し
て
、
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
準
備
も

進
め
て
い
る
。

ま
た
、
１
市

２
町
協
議
会

の
中
で
金
栗

氏
の
小
田
の

住
家
や
和
水

町
の
生
家
、
玉
名
温
泉
や
地

域
の
観
光
地
等
を
結
ぶ
新
た

な
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
も
進

め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
観
光

ル
ー
ト
を
商
品
化
し
、
今
後

も
継
続
し
、
来
訪
者
に
来
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
さ
ら
な

る
経
済
効
果
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◦
大
正
開
漁
港
跡
地
の
太
陽

光
発
電
の
そ
の
後
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

大河ドラマ「いだてん」を一過性に
しない取り組みは

新たな観光ルートの開発や「フルマラ
ソン大会」等の実現に向け取り組む。

▲「いだてん」大河ドラマ館建設予定地の旧庁舎跡地

質
問

㖊ా�ਅथࢠ
（創政未来）

࢘ܭ�ాߐ
（無会派）

ଟాܒ�۾ೋ
（創政未来）

શٞࢢࠃձٞ௕ձ౳͔Βදজ

ઃಛผ委員会ݐઃ౳ࢪڞઃಛผ委員会ެݐઃ౳ࢪڞઃಛผ委員会ެݐઃ౳ࢪڞެ 平成30年５月29日開催

▲７月２日に開館した天水市民センター
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ふるさと寄附金について

質問 	ふるさと寄附金を増額させる方法は。新たなふるさ

と納税サイトの考えは。

౴͑  現在㈱さとふるに委託しているが、今後シェアの広い
ポータルサイトを導入し、寄附金の増を見込んでいる。

 返礼品の受発注業務については返礼品の新規開拓がで
きる市内事業所を考えている。また、品数を増やす働きかけも随時行なっていく。

市民会館の建設について

質問 	事業費が約30億円から36億円に増えたが、財源の内訳はどうなっているのか。市民会

館建設に要する総額はいくらになるのか。

౴͑  社会資本整備総合交付金の対象事業費の上限が21億円となっているため、市の持ち出し
分は増えることになる。

 市民会館建設に要する総額は約38億８千万円になると想定している。

ઍ༿ݝദࢢ 長寿社会のまちづくりといじめ通報アプリＳＴＯＰit（ストップイット）について視察

　柏地域医療連携センターを訪問。この施設は在宅医療を推進するために柏市が設置した中核拠
点である。医師、看護師はもとよりケアマネージャー・介護ヘルパー・管理栄養士等の多職種の
連携を支援していた。
　他、先進的な取り組みとして効果を上げているいじめ通
報アプリＳＴＯＰitについて担当課より説明を受けた。

ࢢాށݝۄ࡛ 戸田市立児童センターこどもの国施設見学

　戸田市立児童センターこどもの国を訪問。地上3階建て
の児童館、保育園、学童保育室、児童用プールが併設され
た複合施設。児童センター来館者は年18万人を超えており、
子どもたちの居場所や子育て支援の拠点となっていた。

ઍ༿ڒݝೆொ 廃校を利用した道の駅視察

　保田小学校をリニューアルし、道の駅にしたもので、飲
食店や体育館を改築し、物産販売所にしたり、休憩所など
を備えた施設だった。近くに高速道路のインターチェンジ
があり、山間にある施設だが交通の便のいいところであった。

ઍ༿ݝೆ๪૯ࢢ 道の駅富楽里「とみやま」視察

　道の駅富楽里「とみやま」は高速道路からと一般道路か
らの両方から利用できる施設で、南房総市に合併後８つあ
る道の駅の一つである。大都市圏に近く、交通の便の良さ、
農産物の豊富さ、各方面からの来場者の多さ、道の駅同士
の連携があり、地元にスーパーが少ないこともあって利用
者の事を考えた施設であった。

ࢢޙ୮ژ౎෎ژ 公共交通施策について視察

　少子高齢化の進展に伴い、「高齢者免許証返納」「買い物
難民」「通院難民」という大きな課題が浮き彫りとなる中、
京丹後市においては、バス会社との協力により、「200円
バス」を運行。さらには、住民が自家用車を活用し、公共
交通空白地区を住民同士の支え合いにより、タクシーの約
半額で利用できる交通手段を確立されていた。

ฌݝݿখ໺ࢢ 定住促進事業について視察

　人口規模は５万人に満たないが、民間企業出身の市長として、市民、職員に数値目標を明示し、
早くから国に先駆けた画期的な施策、特に子育て世代に魅力的な施策（高３まで医療費無料化。
市内の幼、小、中の全教室に空調設備完備。総合病院の建設など。）を実施し、年少人口の割合
が全国平均よりも上回っている。また、高齢者を「光齢者」として位置づけ、幼老共生の街づく
りを進められていた。

戸田市　こどもの国

京丹後市内を走る「200円バス」
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学童クラブについて

質問 	学童クラブの児童数は増えているのか、また、支援員は足りているのか。

౴͑  通常利用が617名であり、昨年度から比べると40人増えている。支援員の数は今のとこ
ろ足りている。

築山小学校の施設整備について

質問 	築山区長会の方々の連名で請願が出されて

おり、多くの区民からの要望でもあるので、

これを機に進めてほしいと思うが、そういっ

た考えはあるのか。

౴͑  時代の流れも変化しているので、用地買収、
拡張整備については、周辺が開発されるよ
うな土地で困難が予想されるが、今後計画
を立てて整備を進めていきたい。

新玉名駅駐車場有料化に向けて

質問 	駐車場の有料化は、受益者負担内で出入り口の機

械を含めた維持管理を賄うとなると、どれくらい

の試算か。

౴͑  今回の有料化は利益を追求するものでなく、利用者
が安心して利用できることを考えているので、一般
の利用者が6割の利用で、300万円弱の試算となる。

大河ドラマ館設置への取り組み

質問 	大河ドラマ館の設置場所や、入場料、入場者数をどれくらい見込んでいるか。

౴͑  設置場所については市役所旧庁舎跡地に駐車場も含めて考えており、入場者数を30万人、
入場料１人当たり400円と仮定し、総額１億２千万円を見込んでいる。また、食事処や土
産物、地域資源の磨き上げ、観光ルートの開発など全体的に取り組むことで経済効果を上
げていきたい。

築山小学校プレハブ校舎

増設された西側駐車場
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ふるさと納税返礼品
（写真は一部で、ほかにも玉名の特産品を沢山取り揃えてある。）

道の駅　富
ふ ら り

楽里とみやま

廃校を利用した道の駅　保田小学校
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　議会のお堅いイメージを無くし、みなさまが

読みやすい市議会だよりとなるよう、名付けた

愛称「たまて箱」。この文字を若い世代の議会

への参画、そして、やわらかで、やさしいイメー

ジとなるよう、玉名女子高等学校アニメデザイ

ンコースのみなさんにご協力していただき、描

いてもらいました。今後、他のページにも作品

を掲載させていく予定です。お楽しみに！
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この広報紙は再生紙および地球環境にやさしい植物油型インキを使用しています。
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議会
はど
なた
でも

傍聴
でき
るに
ゃ〜
ん。

玉名
市政
につ
いて
活発
な議
論が

行な
われ
てる
よ〜
！来
てね
〜。

（場
所：
本庁
４階
　議
場）

玉名市マスコット
「タマにゃん」

９月定例会の予定

※都合により変更になることがあります。

8月 27日㈪ 議会運営委員会

9月 3日㈪ 定例会開会

11日㈫ 一般質問

12日㈬ 一般質問

13日㈭ 一般質問　　　　　　　

14日㈮ 一般質問（予備日）

18日㈫ 総務委員会

19日㈬ 建設経済員会

20日㈭ 文教厚生委員会

27日㈭ 採決・定例会閉会

　タレントの小林麻央さんが乳ガンのために昨年６月22日に亡くなられて１年が経ちました。あの時、生かされ
ている命があるのだから、今やれることをやっておこうと強く思い小林麻央さんから背中を押されたような気持ち
になり初めてこの（玉名市議会という）世界へと飛び込み、９カ月が過ぎました。
　市民会館の建設はいよいよ進み、また、大河ドラマ「いだてん」放送まであと半年と迫っています。玉名市がよ
り一層注目される時がくるのです。この時を皆さんも一緒に参加型で創り上げ、楽しんでいきましょう。
 広報広聴特別委員　吉田 真樹子

� ٞձ޿ใ޿ௌಛผҕһ
 （委員長）北本　将幸　　（副委員長）德村登志郎

 （委 員）吉田真樹子　　吉田　憲司　　一瀬　重隆　　赤松　英康　　古奥　俊男　　多田隈啓二

編集後記

　みなさまにより親しまれる市議会だよりとな

るように、今号から「たまな市議会だより」の

愛称として、『たまて箱』と名付けました。

　そして、議会の活動に興味を持っていただき、

ちらっと中を見てほしい…

　「たまて箱」を開いていただくことで、市民と

議会とが情報を共有し、よりよい玉名市を築い

ていければ・・・という願いを込めたものです。

　また、“文字が多くて読みづらく”“堅いイメー

ジ”を無くし、少しでもみなさまの手に取って

いただき、ページを開いていただけるようリニュー

アルしました。

　みなさまが少しでも議会を身近に感じて、ご

一読していただければ幸いです。

ʮͨ·ͯശʯͬ ͯʁ

表紙
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アニメデザインコースのみなさん

〜たまな市議会だより〜


